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@ 民主主義に徹して生活を合理化して近代的な町にいたしま Lょう。

@ 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう 。

。筏能をみがき潅撲の開発に努め盟かな町にいたしましょう 。

@ 教聾をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。
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災害は忘れだころに/

戦
後
最
大
の
被
害
と
な
っ
た
阪

神

・
淡
路
大
震
災
は
、
こ
れ
ま
で

の
ぷ
女
全
神
話
H

を
根
底
か
ら
く

つ
が
え
す
と
と
も
に
「
安
全
を
過

信
せ
ず
、
災
害
に
対
す
る
万
全
の

備
え
が
必
要
」
と
い
う
立
重
な
教

訓
を
残
し
ま
し
た
。

今
金
町
で
は
昨
年
、
印
年
来
的

無
火
災
で
し
た
が
、

3
月
に
は

1

件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
日

間
引
の
火
災
訓
練
の
成
川市
が
あ
り
初

期
消
火
に
よ
り
大
事
に
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
は
、
火
災
が
発
生
し
た
ら
、

す
ば
や
く
的
械
な
初
期
消
火
が
嬰

求
さ
れ
ま
す
。

。

初
期
消
火
の

3
原
則

1
、
早
く
知
ら
せ
る

小
さ
な
火
で
も
一
人
で
消
そ
う

と
し
な
い
。
大
声
で
隣
近
所
に
助

け
を
求
め
た
だ
ち
に

1
1
9
番
す

る。2
、
早
く
消
火
す
る

出
火
か
ら
3
分
以
内
が
消
火
で

き
る
限
度
で
す
。
消
火
器
や
水
だ

け
で
な
く
座
布
団
や
毛
布
な
ど
で

火
を
お
お
う
な
ど
、
手
近
な
も
の

を
活
用
す
る
。

3
、
天
井
に
火
が
回

っ
た
ら
も
う

手
が
つ
け
ら
れ
な

い
。
い
さ
ぎ
よ

く
巡
航
を
す
る
。
延
焼
を
防
ぐ
た

め
、
燃
え
て
い
る
部
屋
内
ド
ア
や

窓
を
閉
め
、
空
気
を
遮
断
す
る
。

常
日
頃
か
ら
火
災
の
お
そ
ろ
し

さ
を
し
っ
か
り
と
認
問
し
、
防
火

対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

い
ざ

と
い
う
と
き
に
的
確

・
冷
静
に
行

動
が
と
れ
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ

し

O 
を
し
な
い
。

風
の
強
い
時
に
は

た
き
火

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

0

7

y
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
子
供

を
遊
ば
せ
な
い
。

O

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

。

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

火
災
は
、
人
災
そ
の
も
の
で
す
。

日
頃
か
ら
防
火
意
識
を
も

っ
て
い

れ
ば
防
げ
る
も
の
で
、
火
に
対
す

る
油
断
を
な
く
し
、
慎
重
に
火
と

付
き
合
う
こ
と
が
旧
心
で
す
。

、J 、ノ

と淀~~
O 防

火
ク
ラ
ブ
街
頭
啓
発

火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト

O

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

O

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
な
げ

す
て
を
し
な
い
。
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、

水
型
観
測
業
務
に
精
励
し
、
国
家

/

事
業
の
一
端
で
あ
る
治
水
事
業
の

〉

推
進
に
功
労
が
認
め
ら
れ
た
も
の

〉

で
す
。

〈、

二

日
2
囲
内
剖
測
、
大
雨
、

〉
/
 

集
中
豪
雨
な
ど
河
川
の
警
戒
水
位

〈

が
越
え
る
場
合
は
、
1
時
間
ご
と

一

に
計
測
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

、〆

危
険
な
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

〈、

家
族
の
協
力
が
な
く
て
は
、
今
ま

〉

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

~

し
た

。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

渡
迭
さ
ん
は
、
後
志
利
別
川
町

洪
水
対
策
、
河
川
計
画
な
ど
の
基

礎
資
料
を
収
集
す
る
た
め
、

開
発

局
が
設
置
す
る
観
測
所
の
水
型
観

測
員
を
、
道
庁
直
轄
だ
っ
た
昭
和

3
年
か
ら
肝
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

t='euヘ.，つJMf81111fJflisS/Ii 

平
成

9
年
4
月
に
附
設
す
る
総
合
福
祉
施
設
の
名
称

が
4
月
幻
目
、
日
名
の
審
査
只
に
よ
り

『と
し
べ
つ
』

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
定
理
由
は
、
桧
山
北
部
の
広
域
的
な
名
前
で
あ
り
、

清
流
の
清
ら
か
さ
を
潔
わ
せ
‘
ま
た
、
今
金
町
が
平
成

9
年
に

1
0
0
年
を
向
か
え
る
に
あ
た
り
、

記
念
す
べ

き
名
称
で
は
な
い
か
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

名
祢
決
定
の
経
緯
は
、
募
集
し
た
段
階
で
は
、
総
合

稲
川
叩
施
設
と
吃
人
保
健
施
設
と
別
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
つ
の
建
物
に
名
称
を
2
つ
も
持
つ
の
は
町
民
に
対
し

悦
乱
を
ま
ね
く
の
で
は
と
の
意
見
が
あ
り
、
応
募
さ
れ

た
も
の
を
ト
ー
タ
ル
し
た
中
で
第
1
次
審
査
で
は
、

7

つ
の
応
募
に
絞
ら
れ
‘
最
終
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

r、/、、〆、/、/、ノ，'/  ...... ./.......-' /、/、/、/、，、〆、/、/、，、，、，、/、、，

今
金
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
貝
(
会

長
加
藤
和
子
さ
ん
)
6
名
と
今
金

消
防
で
は
、
春
の
火
災
予
防
週
間

の
一
頑
と
し
て

4
月
初
日
、
農
協

デ
パ
ー
ト
前
、
テ

l
オ

1
小
笠
原

庖
前
に
お
い
て
風
船
、
パ
ン
フ
レ

y
ト
な
と
を
配
り
な
が
ら
道
行
く

人
に
火
災
防
火
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で

街
頭
啓
発

4
月
初
日
、
今
金
町
危
険
物
安

全
協
会
、
今
金
消
防
団
、
今
金
消

防
署
に
よ
る
街
頭
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

危
険
物
安
全
協
会
か
ら
タ
ン
ク
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山
火
事
注
意

5
月
凶
日
、
今
金
営
林
署
、
桧

山
支
庁
、
今
金
町
森
林
組
合
と
今

金
町
合
同
で
山
火
事
防
火
の
訴
え

を
美
利
河
、
神
丘
な
と
町
内
一
円

の
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
行
楽
期
を
向
か
え

ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
な
ど
、
入
山

す
る
方
々
が
多
く
な
り
ま
す
。
火

の
後
始
末
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

ト
晶
、
「
J

。問
納
税
表
彰
式

及
び
納
税
貯
蓄

組
合
長
会
議

平
成

8
年
度
同
町
納
税
表
彰
式

及
び
納
税
貯
帯
組
合
長
会
絡
が

4

月

初

日

消

防
会
政
室
で
必
名
が

出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
優
良
納
税
組
合
と
し

て
上
積
川
、
南
回
代
、
神
丘
中
台

の
各
納
税
組
合
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た

こ
の
組
合
は
、
町
税
及
び
道
民

税
な
ど
納
期
内
完
納
を
は
じ
め
口

座
振
替
の
奨
励
、
納
税
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
な
ど
町
財
政

の
健
全
化
に
大
き
な
貢
献
が
認
め

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
7
年
度
内
納
付
状
況
を
み

る
と
花
組
合
中
1
0
0
%完
納
が

幻
組
合
、
全
体
で

9

9

0

%
と

い
う
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

会
識
で
は
、
他
に

7
年
度
の
卒

業
報
告
、
決
算
の
承
認
.
8
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
の
決
定
を
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。
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北
海
道
教
育
委
員
会
、
今
金
町

教
育
委
員
会
主
催
で
水
泳
指
導
者

税
制
山
会
が

5
月
M
l
u
自
の

4
日

間
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
に
お
い

て
開
似
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
鵡
習
会
で
は
、
指
導
者
を

目
指
す
人
を
対
象
に
水
泳
の
基
本

倫
理
と
実
技
の
講
習
を
行
い
、
地

域
に
お
け
る
指
導
者
の
養
成
と
碓

保
を
図
る
た
め
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
は
日
本
水
部
連
盟
指
導
貝
に

よ
り
水
泳
概
説
、
初
心
者
指
導
法

な
ど
実
習

-
実
技
が
行
わ
れ
ま
し

た。

う
ち
希
望
者
に
は
、
北
海
道
水
泳

連
盟
が
検
定
の
う
、
ぇ
、
「
北
海
道

水
、
出
準
指
導
只
」
の
資
格
を
川
町
人

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、
本
町

に
転
入
さ
れ
た
方
を
対
象
に

4
月
四
目
、

日
名
の
出
席
に
よ
り
町
民
セ
ン
タ
で
今

金
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
怨
談
会
が
行
わ

れ、

幻
自
に
は
、
研
修
パ
ス
で
町
内
の
案

内
を
し
ま
し
た
。

l zkj永指導者講習会
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本
町
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
と

し
て
、
方
ニ
カ
ン
岳
町
山
開
き
、
よ

っ
て

こ
い
ま
つ
り
、
秋
祭
り
な
ど
、
ま
た
、
各

問
問
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
活
動
、
芸
術

鑑
賞
事
業
な
ど
年
間
行
事
の
説
明
を
行
い

参
加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

紅
白

の
午
後
か
ら
の
、

町
内
見
学
で
は
、

槍
山
北
部
4
町
4
農
協
の
野
菜
集
出
荷
施

設
、
荻
野
吟
子
ゆ
か
り
の
地
、
神
丘
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
教
会
、
史
跡
ぴ
り
か
遺
跡
な
ど
凶

ヵ
所
を
ま
わ
り
町
内
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

同
諜
で
は
、
本

町
の
色
々
な
各
種

行
事
、
各
団
体
を

で
き
る
だ
け
早
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、

楽
し
く
、
有
意
義

な
生
活
を
送
っ
て

も
ら

い

「
い
い
ま

ち
今
金
野
の
ま

ち
」
づ
く
り
の

一

動
と
な
れ
ば
と
開

催
し
ま
し
た
。

' 

「
愛
指
令
ラ
ン
ド
」

石
拾
い

で

5
月
口
目
、

今
金
小
学
校
3
年
生

位
名
が
、
愛
指
令
ラ
ン
ド
へ
遠
足
に

行
き
、
愛
指
令
の
会
の

「
フ
ィ
ー
ル

ド

オ

ブ

・
ド
リ
ー
ム
ス
柿
恕
」
に

参
加
し
、
野
球
場
内
石
拾
い
を
行
い

J) 

f.J匙

ゆ
日
こ
ま

1

1

1

 
鱗
習
会
修
了
者
の

四
つ
楽
学
校
は
、

小
規
模
校
だ

け
で
は
取
り
組
み
に
く
い
学
校
行

事
な
ど
を
合
同
で
実
施
す
る
も
の

で
、
修
学
旅
行
、
学
習
発
表
会
、

音
楽
や
体
育
の
授
業
な
ど
年
間
日

回
の
計
闘
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は

1
年
生
2
人
、
転
入
生

7
人
を
加
、
え
て
ぬ
人
が
集
ま
り
、

1
年
生
と
転
入
生
が

一
人
ひ
と
り

出
身
地
や
、
特
技
な
ど
元
気
に
自

己
紹
介
を
し
、
午
後
か
ら
は
ゲ
ー

ム
、
レ
ク
リ
エ
シ

ョ
ン

の
合
同

授
業
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

四
つ
築
学
校
(
美
利
河
小
白
人

.
花
石
小

5
人

・
中
里
小
3
人

-

豊
田
小
6
人
)
の
学
校
び
ら
き
を

4
月
釘
目
、
中
里
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

四つ葉学校びらき

ま
し
た
。

こ
の
グ
ラ
ン
ド
は
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
石
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
中
に

は

一
人
で

1
9
0
個
も
石
を
拾

っ
た

な
ど
、
愛
指
令
の
会
の
鷲
野
さ
ん
は
、

短
時
間
に
子
供
た
ち
に
た
く
さ
ん
石

を
拾
っ
て
も
ら
っ
て
感
謝
を
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
緋
恕
は
自
分
達
の
手
で
野
球

場
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
日
月

刊
目
、
体
育
的
日
ま
で
に
完
成
を
目

指
し
て
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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今
年
で
幻
回
目
、
函
館
市
で

出
吋
司
昼
を
営
む
安
速
球
さ
ん
が

4
月
初
日
、
花
石
小
学
校

(児

笠
数
5
名
)
に
す
し
の
出
前
を

し
て
、
た
い
へ
ん
喜
は
れ
て
い

ま
す
。

昼
食
会
で
は
、
児
霊
会
長
高

木
朋
美
さ
ん
が
、

「安
達
さ
ん

が
休
を
こ
わ
し
た
と
言
う
話
を

き
い
て
今
年
は
、
お
寿
司
が
食

べ
れ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

今
年
も
来
て
く
れ
る
こ
と
を
問

ン
ト

建設省の諮問機関である道路審議会では、 r21世紀のみちを考える委員会J(森地茂委員長〈東

京大学教授))を設け、これからの道づくりについて広 くみなさんの意見、提案を求めています。

このため、提案の仕方などを紹介した、 「キックオ7 ・レポート」を、希望者の方に差し上げ

ています。

「キ yクオ7 ・レポート」では、渋滞、高速道路料金、身の回りの狭い道などの重要なテ 7 

を紹介し、それぞれのテー7 について、さまさ・まな方の考え方が紹介されています。

あなたが共感する考え方や自由な意見提案をお寄せ下さい。(意見提案は郵送の他、

X、電子メールでもお出し頂けます。)

「キ yクオ7 ・レポート」を入手したい方は、以下にお問い合わせ下さい。

FA 

川〆

011-709-2311 (内5363)
011-231-4111 (内28443)
0138-42ー 7111(内353)
0138-51--9120 (内4151)

い
て
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思

っ
て

い
ま
す
。
休
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い

。
」
と
お
礼
の
言
葉

を
い
い
ま
し
た
。

安
達
さ
ん
は
最
初
の
頃
は
、

寸
小
中
学
校
で
児
童
生
徒
が
多
く

て
寿
司
を
に
ぎ
る
の
に
大
忙
し
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
、
子
ど
も

た
ち
が
少
な
く
な
り
、
き
び
し
い

で
す
が
、
み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
を
た

の
し
み
に
き
て

い
ま
す

。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

りにいかされます。

道に対する意見を r21世紀のみちを考える委員会」までお寄せ下さい。

高速道路、身の回りの道について発言してみませんか?

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

r‘ 守‘dト1
一回・ h 

ιニ

..-j 

d. 

北海道開発局建設部道路計画課企画第一係

北海道土木部道路計画謀計画第一係

函館開発建設部道路諜企画係

函館土木現業所企画総務部企画調整室企画調整係

• 

あなたの声が道づく

今
年
で

4
回
目
に
な
る
公
泌
を

5
月
刊
日
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
町
教
育
委
長
会

・
文
化
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

コンサート

日
本
公
演
旅
行
中
の
神
塚
さ
ん
は
瀬
棚
町
姉
妹
都
市

(
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
市
)
提
携
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
た
ア

ー
サ
1
・
神
塚
氏
の
長
男
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な

ど
各
国
で
演
奏
活
動
を
続
け
て
お
り
、
英
圏
内
チ
ャ
ル

ズ
皇
太
子
後
援
の
パ

l
ス
ラ
イ
ト
慈
普
コ
ン
サ
ト
に
お

い
て
も
メ
イ
ン
奏
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

演
奏
は
、
パ

y
ハ
の
「
モ
テ
ソ
ト
第

3
番
。
イ
エ
ス
は

我
が
喜
び
。
」
、
ベ
ト
ベ
ン
の
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
凶

器
変
ホ
長
調
作
品
氾
|

3
」
な
ど

6
曲
を
演
奏
し
1
4
0

名
余
り
の
町
民
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

P IJ可民を魅iP
ジョン・神塚
ピアノソロ

渋滞、

〕5
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光の村学園
北海道農園にいるまき

光
り
村
養
護
学
校
秩
父
自
然
学

園
の
加
部
祐
三
校
長
、
教
員

2
名、

中
学
部

3
年
生

8
名
が
光
の
里
学

園
の
地
域
交
流
ホ
!
ム
に

5
月
7

日
か
ら
日
日
ま
で
の

9
日
間
滞
在

し
ま
し
た
。

学
園
で
は
、
今
年
で

4
年
目
を

む
か
、
ぇ
北
海
道
民
閣
と
位
置
づ
け

て
い
る
光
の
皇
学
闘
近
く
の
農
地

6
反
を
借
り
、
い
も
き
り
を
は
じ

め
芋
の
植
え
付
け
作
業
を
し
ま
し

た
。
長
雨
が
印
刷
き
肌
寒
い
な
か
、

大
自
然
の
雄
大
き
を
な
が
め
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
秋
に

は
楽
し
い
収
穫
が
待

っ
て
い
ま
す
。

神
丘
小
学
校

(田
村
十
一
郎
校

長
、
児
童

μ
名
)
は
、
郷
土
を
住

み
よ
い
と
こ
ろ
に
す
る
た
め
に
、

貢
献
し
ょ
、
フ
と
す
る
意
欲
と
郷
土

愛
や
地
域
の
連
帯
の
高
揚
な
ど
を

目
的
に
、
毎
年
、
春
と
秋
に
国
道

を
含
む
地
区
内
の
道
路
の
空
き
缶

拾
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、

5
月
刊
日
日
に

4
班
に

分
か
れ
、

2
時
間
弱
の
作
業
で
1

5
4
7
個
の
空
き
缶
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

ー
ラ
イ
パ
ー
の
皆
さ
ん
空
き
缶

の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
で

下
さ
い
。
児
訪
た
ち
の
願
い
で
す
。

= 

• • 

国
民
健
康
保
険
税
2
割
軽
減
の
申
請
に
つ
い
て

次
の
要
領
に
よ
り
申
請
の
受
付

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申

し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
住
民

税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
き
い
。

1
、
対
象
要
件
(
次
の
①
及
び
②

の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
)

①
あ
な
た
の
世
帯
の
前
年
内
総

所
得
額
等
の
合
竹
村
額
が
別
記
の

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
納
税
額
義
務
者
が
申
請
を
し

て
町
長
内
認
定
を
受
け
る
こ
と
。

2
、
持
参
す
る
も
の

1
)
申
請
書
(
役
場
備
え
付
け
)

2
)
印
鑑
(
認
印
で
よ
い
)

3
)
国
民
健
康
保
険
証

3
、
申
請
受
付
期
間

平
成

8
年
6
月
刊

1
お
日
ま
で

国民年金Q&A

4
、
申
請
場
所
及
び
照
会
先

今
金
町
役
場
税
務
課
住
民
税
係

8
2
1
0
1
1
1
 

(
内
線

1
1
2
又
は

1
1
4
)

JlIJ言己
前年の総所得金額等孟基礎控除額 (33万円)

+被保険者数 X34万円

被保検者別軽減対象総所得金額

被保険者 合算器所帯金額等 被保険者 古耳蕗肩書金額等

l人世帯 67万円以下 4人世相 169万円以下

2人 11 101 H 5人 H 203 11 

3人 H 135 H 6人以上 省略

Q 保険料は所得額ガ

ら控除されると聞

きましだが本当でしょ

うか。

A国民年金の保険料

は、所得税法上、

社会保険料控除の対象

となっていますので、

7年間に受払つ芝保険

料はその全額が所得か

ら控除されます。

新人ですHよろしくお願いします。

J
 

v々

'

町
議
会
議
員
で
組
織
す
る
森

林
事
業
活
性
化
議
員
連
盟
で
は

5
月
日
目
、
美
利
河
ダ
ム
河
川

敷
地
で
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

同
連
盟
は
町
内
の
林
業
、
林

産
業
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け

る
と
と
も
に
、
森
林
の
公
益
的

機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
、

森
林

・
林
業
の
活
性
化
と
木
材

需
要
の
拡
大
に
取
り
組
む
事
」
と

を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
ブ
ナ
日
本
の
苗

を
1
本
ず
っ
て
い
ね
い
に
箱
、
え

て
い
ま
し
た
。

割
~J(従j線信

~、
」

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
戸
ン
サ
|
」

〕B
 

〔

平
成

8
年

4
月
登
場
/

「
電
話

F
A
X自
動
応
宜
ロ
シ
ス
テ
ム
L

巴
よ
り
、
ハ
ロ
ワ
ク
に
関
す
る
ご
質
問
巴
、
二

十
四
時
間
い
つ
で
も
お
答
え
い
芝
し
ま
す
。

雇
用
継
続
給
付
に
つ
い
て
、
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
、
失
業
給
付
C
つ
い
て
な
ど
、

な
ど
、
代
表
悶
な
お
問
い
合
わ
せ
巳
対
す
る
一
般
的
な
説
明
内
容
を
、
ハ
ロ
つ
つ
の
窓
口
に

代
わ
っ
て
、
休
祝
日
で
も
、
深
夜
で
も
、
ご
案
内
し
ま
す
。

O
T
T
(
5
3
3
)
8
6
0
9
Cお
電
卓
司
下
さ
い
。

音
声
巳
よ
る
案
内
に
従
っ
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
か
、
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
だ
だ
く
と
、

ご
希
望
の
項
目
の
内
容
き
で
導
か
れ
ぎ
す
。

(
内
線
電
話
で
は
、
接
続
で
き
な
い
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。
)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

干
0
4
0函
館
市
新
川
町
局
番
惜
号

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
こ
だ
て
企
画
調
整
部
門

E
0
1
3
BI
n
-
0
7
3
6

(
内
線
4
0
4〉

税
務
課

往
民
税
係
兼
徴
収
係

立

島

問IJ

町
民
課

住
民
運
動

E

空
通
安
全
係
兼
年
企
部

J賓

谷

幸

男

建
設
課

管
理
用
地
係
兼
維
持
係

中

}I1 

真

希

1. 国
保
病
院

看
護
婦

長台

木

智

美

国

童保
1草 子丙
開院

白

岩

さ
や
か

国
保
病
院

介
護
福
祉
士

キす

上

哲

国
保
病
院

介
護
福
祉
士

山

ロ示

徳

内

国
保
病
院

介
護
福
祉
士

下

山

千
恵
子

桧
山
広
域
消
防
組
合

警
防
第
2
係

回

畑

平百

有日
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空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

全

同

会

平井祥一尊

一
山

'E

晴

一

r船

内

・

信i
部手

券

会
史

岬
町本

生

坂

宮
町一

み

ん

な

六
年
生
に
な
っ
て

八
束
小
六
年

本目
;R. 

香
苗
さん

私
は
、
も
う
最
高
学
年
の
六
年

生
に
な

っ
た
の
で
、
が
ん
ば
り
た

+艮
井

佑
輔
さ
ん

大
和
町
制

若葉マーク

圏、、，，勝

tk
優

-為

形・組手の部

第
弘
回
全
北
海
道
空
手
道

選
抜
選
手
権
大
会
が
5
月
日

・
ロ
目、

江
別
市
民
体
育
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
道
か
ら
M
支
部

(小
学

校

一
年
生
1
一
般
)
約
3
5

0
名
町
選
手
が
参
加
し
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
金
支
部
か
ら
は
幻
名
が
参

加
し
、
今
年
も
小
学
生
高

校
生
の
全
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
金
支
部
か
ら
は
8
月
2

1

4
日
大
阪
市
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
は
、

7
名
の

選
手
が
出
場
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
選
手
皆
き
ん
の
ご
健

闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

第
お
回
全
北
海
道
空
手
道

選
抜
選
手
権
大
会
は
、
平
成

9
年
5
月
日

日

日
の

2
日

間
、
今
金
町

1
0
0
年
記
念

事
業
と
し
て
、
今
金
町
総
合

体
育
館
で
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

(小学 3年生(団体戦

• • 
の
広

場

い
こ
と
は
、
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

そ
の
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
の
、

一
つ
日
は
、
勉
強
で
す
。
今
年
卒

業
で
中
学
校
へ
、
行
く
の
で
た
く

さ
ん
勉
強
を
し
て
、
中
学
校
、

行
つ
で
も
あ
ま
り
こ
ま
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
あ
ま
り
わ
る
口
を
、

言
わ
な
い
こ
と
で
す
。
自
分
は
、

友
達
の
わ
る
口
を
言

っ
て
い
な
く

て
も
、
友
達
は
、

自
分
の
わ
る
口

今
春
、
瀬
棚
商
業
高
校
を
卒
業

L

Jア
l
オ
l
小
笠
原
今
金
庖
・

電
家
部
。
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

抱
負
は
、
寸
積
極
的
に
お
客
さ

ん
に
一

生
懸
命
商
品
を
売
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
何

事
に
も
負
け
な
い
で
最
後
ま
で
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

根
井
さ
ん
は
、
町
内
の
会
社
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
茂
春
さ
ん
の
長

男
で
、
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
、

音
楽

鑑
賞
と
機
械
い
じ
り
な
ど
で
す
。

直三副上位入賞者のみ( ~';，t交 l 年)
Cts校 2年}
〔高校 2年)

「鉢呂浩之
今金 l 内ヶ尚武志
Aチーム 」 坂本貯史

[団体戦]

〔小学 2年〕位平ず!政子

[小学 3年〕

[小学 4年〕

[小学 3年〕

(1j1学 1年〕

[個人戦l

fの部-4t] ， t-j'~ 1、 2年生及び自1ii女子

勝平子i 祥

位平井枠子

勝平ヲl 祥一

美郷

川ぺ?と3年}

〔小学4年)
〔小ヴ:::4年〕

形丹部 4位

「 平井 祥}

組手の官 -4{立今金チム | 平井 祥子
L 船木悠有 優

-4 

位 奈良

斗憂

4 

高 校 生

形の郁

形の部

組予の部

組子の郁

男子

小企l'3，年生女子

男子

女子

3年生小 学

[中学2年)

(11'学3年〕
〔中学3年〕

舗
人
彦

叫
仔山
星

和

ー循
北
浪

「
l
L

ムチ金今位3
 

Lr 
の

手
寸組

小学生低学年

小学''1'生

学生サ1
〔日校 l年〕

(t;川交 2年}
c;n;校 2年)

之
志
山
夫

前
武

山灯

ρ
h
 

円白

ケ

本

鉢
内

坂

「
l
し

ムチ合今勝優郁の乎

中 学生

を
言
わ
れ
て
る
と
思

っ
て
友
迷
を

き
ず
つ
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
か
ら
で
す
。

三

つ

目
は
、
あ

ま
り
わ
す
れ
物
を
、
し
な
い
こ
と

で
す
。
わ
す
れ
物
を
し
た
ら
、
友

達
に
め
い
わ
く
を
か
け
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
す
。

ほ
か
に
も
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

は
、
ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

き
ょ
年
の
五
年
生
の
時
も
、

五

年
生
に
な

っ
て
と
い
う
作
文
を
書

い
て
、
そ
の
時
も
、
が
ん
ば
り
た

い
こ
と
を
か
い
た
け
ど
、
あ
ま
り

が
ん
ば
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
あ

っ

た
の
で
、

六
年
生
に
な

っ
て
、
今

年
の
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
、
が

ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
四
年

生
、
五
年
生
く
ら
い
の
時
、
こ
と

ば
づ
か
い
が
、
わ
る
か

っ
た
の
で

な
る
べ
く
、
こ
と
ば
づ
か
い
を
な

お
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
学
級
役
員
の
副
委
員
長

に
、
な
っ
た
の
で
が
ん
ば

っ
て
、

し
ご
と
を
し
た
い
で
す
。

お
わ
り [中学3年〕

〕B
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全
楠
山
少
年
剣
道
大
会
が

5

月
日
目
、
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

{団
体
戦
}

マ
小
学
生
の
部

優
勝
今
金
剣
道
連
盟
A

マ
中
学
生
の
部

2
位
今
金
剣
道
連
盟

A

{個
人
戦
]

マ
小
学
3
年
以
下
男
子
の
部

3
位

小

嶋

光

マ
小
学
5
年
男
子
の
部

2
位

庄

司

普

理

3
位

佐

々

木

生

マ
小
学
3
年
以
下
町
女
子
の
部

2
位

伊

藤

な

つ

み

3
位

谷

崎

友

香

マ
中
学
生
男
子
の
部

優

勝

庄

浩

2
位

直

和彦

こ
の
大
会
に
は
、
管
内

B
町

か
ら
小
学
生
初
チ
l
ム
、
中
学

生
日
チ
l
ム、

2
2
0
名
あ
ま

り
の
少
年
剣
士
が
参
加
し
て
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
あ
い

軌
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

位 Z集

20周年記念全槍山少年剣道大会

3 ゑ弘乎の吉Eリj子

会
場
で
は
、
指
導
者
、
父
母

の
声
援
を
受
け
た
選
手
た
ち
が

気
合
の
こ
も

っ
た
竹
刀
さ
ば
き

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

(町
関
係
分
の
み

3
位
ま
で

)

司

志通

中学 3年生

飯

回

高 校 当

• • 
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社会教育

だより
第236号

(重点、目標)

回困園回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰

で
も

が、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家

庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合

い
ま
し
ょ
う
。

親
子
や
共
同
で
の
作
物
づ
く
り

を
通
じ
て
土
に
親
し
み
、
自
然
や

作
物
の
尊
さ
を
体
験
し
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
よ
う
と
、

教
育
委
員
会
で
は

『体
験
農
園
』

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、

例
年
に
な
く
寒
い
春

で
し
た
が
、
五
月
十
五
日
と
十
八

日
の
両
日
に
わ
た
り
作
物
の
植
え

付
け
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
四

家
族
四
十
六
人
の

参
加
が
あ
り
、
両

日
と
も
肌
寒
い

天

候
の
中
で
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
、
ン
、

ミ
ニ
ト

マ
ト
な
ど
を
植
え

ま
し
た
が
、
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
に

出
来
秋
の
収
穫
風

景
を
思
い
描
き
、

歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
指
導
ス
タ

y
7

の
手
ほ
ど
き
を
受

け
て
の
作
業
で
し

た
。

『体
験
農
園
』

で
は
、
こ
れ
か
ら

草
取
り
や
水
や
り

な
ど
の
管
理
作
業

や
、
お
で
か
け
学• • 

問
い
合
わ
せ
は
、

一
一l
二
一
四
八
八

習
(
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
)
な
ど
を

通
じ
て
、
作
物
の
成
長
を
観
察
し

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
土
に

触
れ
体
験
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

学
習
の
成
果
は
総
合
文

化
祭
の
場
を
借
り
て
、
パ
ネ
ル
や

作
品
の
展
示
、
無
料
試
食
会
な
ど

で
発
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、

2 -3 5 5 0番

「
い
じ
め
相
談
電
話
で
す
」

教
育
委
長
会
内
に
、
い
じ
め

や
悩
み
ヲ
」
と
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
「
相
談
室
内
専
用
電
話
」

が
あ
り
、
受
付
け
て
い
ま
す
。

夜
間
は
留
守
番
電
話
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に

②
 

+n 
-
言
阿探財.vIH 

，d
l
 

文

、しょ

バ
1
l

皆
さ
ん
は
石
臼
を

挽
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

今
洞
に
(紹
介
す
る
の
は

一
般
的

な
穀
物
用
の
臼
で
は
な
く
、

鉱
山
用
の
臼
で
す
。

写
真
は
カ
ニ
カ
ン
岳
の
中
腹

の
茶
屋
川
町
中
に
発
見
さ
れ
た

直
径
四
五
セ
ン
チ
の
石
臼
で
す
。

鉱
拓
付
滋
夫
掘
り
や
坑
道
に
よ

り
採
掘
さ
れ
ま
す
J

鉱
石
は

h
h

t
}
 

ま
ず
た
だ
い
て
粗
割
さ
れ
、

一一

ミ
リ
ほ
と
に
な
っ

た
も
の
が

水
と
と
も
に
石
臼
に
入
れ
ら
れ
、

よ
り
細
か
く
さ
れ
ま
す
。

さ
弘

に
水
に
よ
り
選
鉱
さ
れ
、
椀

が
け
あ
る
い
は
鉛
を
用
い
て
化

学
的
に
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

鉱
山
臼
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
金
を
と
り
出
す

一
連
の
作
業

が
カ
ニ
カ
ン
岳
に
お
い
て
行
わ

れ
た
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
ら
は

江
戸
時
代
初
期

(
一
七
世
紀
前

半
)
に
残
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

本

町

で

で

き

る

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

羽
根
の

つ
い
た

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

の

紹

介

惨

日

軽
量
の

ー
ル
に
対
す
る
恐
怖
感
が
少
な
く

1
4
S出

球
技
に
不
慣
れ
な
方
で
も
ゲ

l
ム

♂¥
、

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ

る
程
度
の
ル
|
ル
は
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
参
加
者
向
年
齢
、
体
力
、

身
体
能
力
な
ど
に
応
じ
、
柔
軟
に

ル
ー
ル
を
変
更
す
る
の
も
良
い
で

し
ょ
、
っ
。

「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
に
つ
い
て

も
用
具
・
普
及
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

尊
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

先
月
号
で
は
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ザ
・
ゲ
ー
ム
し
の
紹
介
を
し
ま

し
た
が
、
今
月
号
は
こ
れ
も
ま
た

だ
れ
で
も
気
軽
に
で
き
る

「
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
」
の
紹
介
を
し
ま
す
。

「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
は
羽
恨
の

つ
い
た
ボ

l
ル
を
、

6
人
制
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
ル

l
ル
に
準
じ
て
、

索
手
で
打
ち
合
う
ゲ
ム
で
す
。

ボ
l
ル
が
小
型
で
軽
量
な
た
め
、

片
手
で
簡
単
に
打
て
る
の
で
、
突

き
指
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
比
べ
て
ポ

「平成 8年度の各種委員を選出する」

社
会
教
育
中
期
計
画

(
五
ヶ
年
)
の
ス
タ

卜
の
年
に
選
出
さ
れ
た
、

引
名
の
委
員
さ
ん
方
に

は
、
生
涯
学
習
社
会
に

対
応
し
て

「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も

が
」
参
加
で
き
る
事
業

の
推
進
の
た
め
、
監
か

な
創
造
性
を
発
揮
し
て

頂
き
、
多
く
の
町
民
の

期
待
に
応
え
る
卒
業
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

• • 体
育
館
に
遊
び
に
き
た

子
供
た
ち
の
中
に
、
指
導

貝
か
ら
ボ
ル
を
借
り
る

の
に

「
お
じ
さ
ん
ボ
ー

ル
」
と
し
か
言
わ
な
い
の

で
す
。
そ
こ
で
指
導
員
が

「
ボ
ル
を
貸
し
て
下
さ

い
し
と
言
う
の
だ
と
教
、
え

る
と
、
す
か
さ
ず
子
供
は

「
チ
ョ

l
ウ
ル
サ
イ
お
じ

さ
ん
だ
な

L

と
言

っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
チ

ョ
!
と
は

「
超
」
で
ト
ピ

キ
リ
う
る
さ
い
と
言
う
意

味
で
す
。
き
て
、
こ
の
子

供
た
ち
を
誰
が
指
導
す
る

の
で
す
か
?
。

名

一

Ez--
士
一
勉
一明
一
章

公

干

所

一
一喜

一

一一
一課

一日

一

f主所

八幡町

田イ吃

八幡町

寒昇

日の出

昭和町

神 E
南町

旭町

八東

豊田

東町

舎金町社会教育委員

名

幸好

事者主

雄

住

宣
一慶
一敏
一雅

明
一
秋
一進
一優
一宏
一澄
一子
一
恵

真

事昌

今金町体育指導委員

名

畑
一回
一土
一
野
一本
一川
一田
一
ト
土
木

氏

一
一
日
間
一橘

一
仁
一藤
一阿
一佐
一家

木
一
村
一部
一
藤
一井

職 名

委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

職

=生涯学習豆知識=

〕日1
 

〔

家
庭
教
育
の
あ
り
方

「
親
の
教
育
力
の
向
よ
」

家
庭
は
子
供
の
基
本
的
生

活
習
慣
を
形
成
す
る
上
で
重

要
な
教
育
の
場
で
す
。

特
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
少

年
期
に
か
け
て
は
、
知

・
徳

体
の
調
和
の
と
れ
た
全
人

的
な
成
長
を
促
す
う
え
で
大

切
な
時
期
で
す
。

こ
の
時
期
に
身
に
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
生
活
上
の

「
し
つ
け
」
を
、
親
は
子
供

に
働
き
か
け
、
手
助
け
を
し

な
が
ら
、
し

っ
か
り
と
体
得

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

そ
の
た
め
親
は、

家
庭
教
育

に
関
す
る
学
習
会
等
に
参
加

し
て
子
育
て

の
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

〈

6
月
〉

g
目
的問

・
第
2
団
地
域
研
究
セ
ミ

ナ
ー
、

日
時
町
教
委
集
合

(桧
山
海
岸
地
質
巡
検

乙
部
町
ほ
か
)

口
日
制

・
管
内
社
教
委
員
研
修
会

瀬
棚
町

川
白
川w
・
今
金
町
文
化
講
演
会
、

川口時

・
町
民
セ
ン
タ
ー

(林
家
と
ん
で
ん
平

・
神

田
香
織
)

刊
日
制

・
ペ
ガ
サ
ス
の
翼
第
2
田

中
学
生
派
遣
事
業
第

1
回

事
前
研
修
会

問
時

・
学
習
セ
ン
タ
ー

η
日

ω
・
道
ス
ポ
野
球
大
会

瀬
棚
町

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団

式
、
総
合
体
育
館

幻
日
射
・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

兼
い
き
い
き
学
園
交
換
ス

ポ
ー
ツ
大
会

高
美
グ
ラ
ウ
ン
ド

(雨

天
時

・
総
合
体
育
館
)

・
北
海
道
体
育
指
導
員
研

修
会
、
函
館
市

刊
日
同

・
第
必
回
桧
山
婦
人
大
会

瀬
棚
町

〕-1
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特
設
人
権
困
り
ご
と
心
配
ご
と

相
談
所
の
開
設

インフョrメーション

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

就
労
の
防
止
の
お
願
い

こ
こ
数
年
、
我
が
国
と
周
辺
開

図
と
の
経
済
物
差
等
が
要
因
と
な

り
、
就
労
等
を
目
的
と
し
た
外
国

人
が
数
多
く
入
国
し
、
そ
の
多
く

が
不
法
残
留
者
と
な
っ
て
お
り
ま

被診を受けて明るい健康づくり

e月みんなの健康

す
。韓

日
M

で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

口

不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
、

殺
人
や
強
盗
な
ど
凶
恕
事
件
の

防
止

口

来
日
外
国
人
が
、
事
件
事
故

の
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
防
犯
保
税
活
動

口

外
国
人
の
適
正
扉
用
に
向
け

た
、
雇
用
主
へ
の
働
き
か
け

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
併

さ
ん
の
ご
製
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ム
沿
岸
や
港
付
近
で
不
審
な
船

や
平
間

ム

不

審

な

外
国
人
の
住
居
や
綴

制叫

な
ど
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
時

は
警
察
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

北
柏
山
笹
察
署

8
4
1
6
1
1
0

水

難

事

故

に

注

意

毎
年
、
こ
の
時
期
に
主
る
と
、

成
業
用
用
水
路
で
の
幼
児
や
小
学

生
等
の
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま

す
。州

民
作
業
も
始
ま
り
、
か
ん
が
い

用
水
や
雨
な
と
で
も
大
量
に
水
が

• • 
流
れ
込
み
、
本
社
も
地
し
、

も
早
く
大
変
危
険
で
す
。

子
供
述
が
好
奇
心
か
ら
‘
万
一

用
水
路
な
ど
へ
孫
ち
た
場
合
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
a

こ
の
よ
う
な
捕
ま
し
い
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
日

頃
か
ら
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
な

ど
用
水
路
な
ど
の
付
近
で
は
‘
絶

対
に
遊
ば
な
い
よ
う
呼
び
か
け
、

注
意
し
あ
い
、

市
中
放
防
止
を
地
域

ぐ
る
み
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

〈耕
地
側
発
献
}

新
規
学
校
卒
業
者
の

求
人
は
お
早
め
に

平
成
日
年

3
月
に
新
規
卒
業
者

(中
学

・
高
校
)
の
求
人
は
、

6

月
却
日
か
ら
変
型
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

新
卒
者
向
多
く
は
、
地
一
冗
で
の

就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
企

業
内
求
人
申
込
み
が
追
い
た
め
若

い
人
材
が
地
元
を
脱
れ
て
就
職
し

て
い
ま
す
。

若
年
労
働
者
向
仰
山
悼
の
た
め
、

採
用
計
画
が
あ
る
企
業
は
早
め
に

求
人
申
込
み
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

‘目‘，~，山--・守…一".・・E ・ 日…町・ ，.. n " 司民 J可 '.M地rI ..， 間 Tli!.地区 潟地会場 制臨 .Ii お畑I ら吐f
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一 般相扱 全 1主 lミ 3日1") JO: 00-12: 00 守宅 t也匹
を人福祉

鎚成相談 (血圧測定尿検査) テーマ 知Iって安心
センター

ー般 制 限 全 (主 li.: 10日(月) 10 : 00-12 : 00 全地区
~人偏祉

健1M相政 (血陀測定尿検査)
ゆとりの .~ I&

センター

j!人柄祉
6円 18日(火)

ー般 相 続 令 {も J~ lHI (fl) 10: 00-12: 00 :it J也 1. センター 健様相談 (胤庄制定尿検:ff:)
町J~セ ン ター

一 位相Ii;東 全 {ヒ J..: 24日(円) 10: 00-12: 00 全地区
E人間枇

健収利!日実(血圧測定 限般有) 9:00-15:00 センター

ittlma検診 69地 までの 女性
20n・ 8: 30-14: 30 f借地区

E人間枇
間E会館rr波による什塩祉制定 内手卜

21日 センター

乳幼児関係

-パネル展示

介積川，，"展示

乳児相 級 131f‘量 6. 9 ヵ J J~ 6日(本) 受3付時0間0 全地[8: 町 1~ 組減収J:袋 身体計測13: 00-13: 30 センター 体験"(':':l!I

向朴検 2会 総"学昆酬~の全幼児 4 [! (火) "ユliij9:00-9 :20 
全地区 セ包人ン 1タ/，¥ー祉 フッ..塗布 サホラ保イ健ド強相布 (J'，'jf海州i体験)!f-l量13:00-]3:20 ブラ y シング指噂・ 政

n w 5日(ホ)
配r:u(4 EIのみ)

全地区 " ， (紙おむつ:.lf験}
li' ]0-17: 30 

')モ
血圧剛定

艦乳食富島現金 生後 4-11;申月児 6日(本) 14 冊一日15 : 30 全処巨 栄聾上による講義と調理実習センアー 映画上映

股脱臼間検節惨 ，/:: I貴 4 ヵ n 児 11 n (火) 13: 00-14: 00 全地区 高値車 股l則節X線敏彰
a ビデオ」ニl映

乳 児能。 17 Lt金4 20日{木) 受什時間 全地区 rr 1¥7. 身栄体益計相測談 一仮健I師Jt診相療議 倫料相談 今金町文化成"'会
10、12ヵJJ!ι 13 削}一13: 15 センタ ー

3歳児健2会 生2後 3~ 27日(木) 受付時間 全地 I烹 町タ民セーン L栄保d険S伐相談阪師健康2河削4減1制寺側諸
講2高-{;11!し町ゲン~

3，均 IJ抗L 12: 45-13: 15 

妊産l!ild刻 係

仲間 行馳

とんでん平下町

妊婦能 低 H， M グ3 }J ¥1 A (火) 受13fyq00問-13: 30 全地 t( 今l刈 I~!:合術院間f 以医師険StcMf材u料1科検)診 健M，!，fTI践 品目ffの l止鼎

n)線数回 H: 民リ グ】 1i 251:1 (火) 13: 30-15: 30 余地[?(
阿 l( 内し容i寸については個別に通知"、た H;.'j<:とんでん平
センター

骨を丈夫に元気で長生き

~骨粗霊症率防ごう~ ノk
mE 

〕内，‘1
 

〔

8， 5. 10 

社会福祉協議会だより

3・光町盟 7'lliI.盟必園、社会福祉協通会へのJ.!II町ご務付

あ ')カeとヲございま Lた.

(敬杭略)

{東 泉〉 〈今金町〉

大 腿 玲 子 波 う7 雄

{埼 玉 県〉 多令 ;fc 
也

止 町村 昼過学校 佐藤ふ と ん Mi
〈岡崎市〉 今 i¥lj 日;
イミ I;~ 司i f立 u1 夫
{札 幌 市〉 大 合 行 刻t

蛎 崎 政 {f 今金民"$，Jf 1< 会

付 t :.M. 言l さわや かグループ

制 111 サダ子 金 Jft A 人クラブ

池 凶 定 彦 相 UI 林

同 4下 水 tl 1# 
〈知内町〉 木 品 止 りj

五十嵐 史 ftr， iA f1I 畳
〈上ノ国町》 西 U，"l りj

大 谷 ""三郎 タ 下 4大 t量
(;t他山町} 自，'[ 水 負E
大 『場 向 出 岨川小手控児 ffi:全

:宜 ，主 時

I~~ 柵 ダ守 間

ハ
ロ

l
ワ
1
7
は
こ
だ
て

の

υ
1
っd
o
o
-
-
nb
I1
n
u
7
q
o
p
b

円ノ

税

務

職

員

募

集

札
帆
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

(
採
用
後

税
務
大
学
普
通
科
へ
人
校
)

人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務

以
採
朋
山
般
試
験

(脱
務
)
に
合

給
し
た
者
の
中
か
ら
採
則
さ
れ
ま

す
。
概
袈
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
受
験
資
格
昭
和
日
年

4
月

2

日
か
ら
昭
和
日
例
年

4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
。

O
受
付
期
間

6
月
初
日
か
ら

7

• • 
{女
性
が
な
り
や
す
い
骨
粗
懸
症
]

旬
に
。
す
。
が
通

っ
た
よ
う
に
な

り
刊
折
し
や
す
く
な
る
的
矢
、

mv粗

給
能
。m'H
が
弱
く
な
る
と
、
眼
的
刊
が

つ
ぶ
れ
て
き
て
若
い
頃
よ
り
身
長
が

縮
ん
で
き
た
り
、
腰
が
山
が

っ
て
く

る

・
痛
む
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま

す
。
ま
た
、
転
ん
だ
拍
子
に
足
の
付

け
川
慨
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、
寝
た
き

り
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に

k
性
は
兇
性
の

3
1
4
倍
も

か
か
る
率
が
向
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
閉
経
後
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減

っ
て
く
る
と
.
白
か
ら
カ
ル
ン
ウ
ム

が
抜
け
や
す
い
状
態
に
な
る
か
ら
で

す
。一

骨
粗
懸
症
に
な
り
や
す
い
人
}

①
身
内
に
骨
粗
穏
症
の
人
が
い
る
②

小
柄
な
体
格
③
女
性
④
年
齢
を
重
ね

る
と
自
然
に
⑤
カ
ル
シ
ウ
ム
を
余
り

と
ら
な
い
⑥
ア
ル
コ
ル

・
タ
バ
コ

を
大
量
に
摂
取
す
る
ロ

{
骨
粗
怒
症
の
検
査
}

信
組
惚
症
は
症
状
が
出
る
前
に
見

つ
け
、
早
期
か
ら
予
防
す
る
と
効
mm

的
で
す
。
附
拙
団
検
診
で
は
趨
・九
川
被
で

か
か
と
の
刊
の
管
皮
を
測
定
す
る
方

法
が
一
般
的
で
す
。
こ
の
方
法
で
什

密
度
が
だ
い
た
い
分
か
り
ま
す
が
、

現
在
最
も
正
確
な
検
査
は
整
形
外
科

日
月

3
日
ま
で
の
間

人
事
院
北
海
道
事
務
局

(干

側
)
札
脱
市
中
央
区
大
通
西
ロ

丁
目
札
幌
第
三
合
同
庁
舎
)
へ

O
第

1
次
試
験

9
月
8
日

(
教
義
試
験

E

適
性
試
験
及
び
作
文
)

O
第

1
次
試
験
合
格
発
表

日
月

M
日

o
m
2次
試
験
凶
月
げ
日
か
ら

ω月
M
日
の
う
ち
指
定
す
る

1
u

(人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
)

O
枇
終
合
物
発
表
日
月
日
臼

〈
〉
詳
細
に
つ
い
て
は
、
札
幌
国

税
局
人
事
ニ
謀
試
験
研
修
係
又

は
最
寄
り
の
税
務
岩
の
総
務
謀

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

で
腰
椛
を

X
線
照
射
し
検
査
す
る

方
法
で
す
。

{
骨
粗
懸
症
を
防
ぐ
た
め
に
}

ー
、
骨
の
材
料
と
な
る
カ
ル
シ
ウ

ム
を
し
っ
か
り
と
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
あ
ま
り
吸
収
の

よ
い
栄
養
紫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

効
率
よ
く
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
た

め
に
は
吸
収
の
よ
い
牛
乳

・
チ
ー

ズ
な
ど
の
乳
製
品
を
食
べ
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
た
め
に

ビ
タ
ミ
ン

D
の
笠
宮
な
干
し
ン
イ

タ
ケ

・
卵

武

レ

パ

l
等
と
共
に

取
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す

0

2
、
適
度
な
運
動
に
よ
る
刺
激
は

骨
量
を
増
や
す
。

巡
動
は
筋
肉
を
鍛
え
‘
同
時
に

骨
に
負
倒
を
か
け
ま
す
。
筋
肉
の

増
加
と
告
へ

の
刺
激
は
骨
の
カ
ル

シ
ウ
ム
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に

す
る
な
ど
日
常
生
前
に
運
動
を
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
日
光
浴
で
ビ
タ
ミ
ン

D
を
作

ろ
、
っ
。

するも
こと皮
とが下
で 合 II!T
ピま目方
タ i'lに
ミては
ンし、ピ

D てタ
と日ミ
な光ン
り 浴 D
ますの

〕3
 

1
 

〔

相
談
は
、
人
権
擁
磁
委
只
と
法

務
局
職
貝
で
あ
た
り
、
児
立
生

徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の

い
さ
こ
さ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、

登
記
、
相
隣
関
係
、
身
近
な
法
律

問
題
や
人
権
問
題
等
の
心
配
ご
と

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
艇

に
ご
利
朋
く
だ
さ
い
。

O
日

時

6
月
初
日

(木
)

午
前
刊
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で

O
会

場

今

金

町

民

セ

ン

タ

O
担
当
者

地
元
人
権
擁
護
委
員

3
名

法
務
局
峨
員

1
名

出品
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
一

切
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

〈
函
館
法
務
局
〉



や令令令やや 1:.~のよj]lB月の休日当番医

4月末現在
宮 @0324(今金)回 医院

今金町国保病院

富2日

2②0221 (今金)9日
(前月対比)

( 14) 7，328人人口8④5011 (北檎山)

(今金)

道南ロイヤノレ病院16日

(17) 3，538人男
8②0057 岩間医院23日

E④5321 (北柏山) (-3) 北橋山町国保病院30日
3，790人女

( 27) 2，583世帯世帯数

図おたんじようおめでとう「森林環境整備協力金」のお願い

(保護者祐三)上花石4月25日
，どか

篠木哀調i香、国有林野では、多くの人達が森林を生活の中に

取り入れL、心のリフレッシュを求める森林浴をし

ながらのハイキング、登山、自然体験学習など保
(保護者登)旭町

(保談者幸三)上花石

4月28日

5月9日

つばさ

飛剤、

幸美、

古谷

菊地

固いつまでもおしあわせに

%古谷哲男三(南栄町)ニ久保尚子さん(神丘高古)

八束中央84歳

圏おくやみもうしあげます

4月26日てっさん河端

健、文化活動の場として利用していただくために

自然休養林を設けております。

利用される皆様に、快適な施設で楽しみ、喜ん

でいただくため、今金町と今金営林署は精一杯管

理に努めております。

しかし、その維持・管理に多くのお金が必要と

なり、入林されます皆様にこれらにかかる経費の

一部を、協力金の趣旨に賛同される方からご協力

• 
町

5月20日受付分まで記載

八束南原

末広町

南86歳

66歳

67歳

5月2日

5月 7日

5月18日

得雄さん

事高対iさん

L.~さん

太田

山本

桜田

していただくことといたしました。

なお、募金箱は奥ピリ力温泉駐車場に設置して

います「森林環境装備協力金のお願い」看板右隣

へ設置していますのでよろしくお願いします。

(美利河レクリエーションの森保護管理協議会)

札
幌
行
1

特
急
パ
ス
」

停
車

瀬
棚
札
峡
関
門
直
通
パ
ス
「
せ

た
な
号
」
は
、
昨
年
ま
で
瀬
棚
町

・
北
槍
山
町
の
み
の
乗
降
停
車
で

し
た
が
、

H

今
金
町
に
も
停
ま
っ

て
ほ
し
い
。
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

行
政
相
談
を
通
じ
パ
ス
会
社
等
関

係
機
関
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
奥
尻
航
路
開
始
と
と

も
に

4
月
鈎
日
よ
り
、
パ
ス
会
社

の
配
慮
も
あ
り
、
こ
の
度
停
車
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、

「
せ
た
な
号
」
の
乗
車

に
つ
い
て
は
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
直
接
予
約
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。

発
着
時
刻

札
脱
発

9
ω

今
金
町
民
セ
ン
タ
前
↓
日
お
↓

瀬
棚
活

M

∞

瀬
棚
発

u
ω

今
金
町
民
セ
ン
タ
前
↓
日
目
↓

札
幌
着
加
。
∞

O

乗
車
運
賃

大

人

片

道

4
9
0
0
阿

往
復
9
2
0
0
阿

片
道

2
5
0
0
円

子
供

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

日間②

O
T
-
-番

• 

往
復

4
7
0
0
円

。
予
約
お
問
い
合
わ
せ
先

・
北
都
観
光
0
1
1
(2
4
1
)

〕4
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〔

0
2
4
1
 

東
日
本
海
フ
ェ
リ
ー

瀬
棚
営
業
所

ウ

d
l
l
q
d
Q
d
n
b
q
u

気
を
つ
け
よ
う
1

安
全
運
転
と
火
の
始
末

商
工
会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
通
り

デ
・
モ
レ
ン
棋
に

5
月

8
目、

役
員

4
名
で
悲
惨
な
交
通
事
故
の

防
止
と
、
火
災
防
火
を
訴
え
、
交

通
安
全

・
火
の
用
心
の
旗
を
上
げ

ま
し
た
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
公
聴
係


